
マネキンにならない

Hanaco氏
ファッションデザイナー、絵描き、スタイリスト、etc…

＜講師プロフィール＞
23歳で服・アクセサリー・絵のブランド「 Hanaco」を立ち上げる。全国からオーダーを受けて、結婚
式や成人式の髪飾りやウエディングドレス等をひとつひとつ全て一人で手作りしている。また、緑黄
色社会、中村佳穂、松本香穂、レディガガ等の様々なミュージシャン、アーティストのステージ衣装
や撮影衣装を製作してきた傍ら、CDジャケットのデザインをはじめ、PARCOや全国のライブハウ
ス、カフェ、レストラン等の壁に巨大な絵をひとりで描き上げる、絵描きとしての活動も行う。一人一
人とやり取りをしながらお客様の悩みに耳を傾け、その人が求めるもの、その人が似合うものを提
案、創り出し、人を喜ばせる事を物作りの原点として大切にしている。　2019年より名古屋から千
葉の山へ移住、古い蔵を改装してアトリエを構え、仕事の合間に畑を耕しながら、ヤギと暮らしてい
る。

＜担当スタッフより＞
自画像を描くには、自分の感性や個性に自信を持つことが必要です。自らでは気づけない自分の

個性を教えてくれるのは周りの人たちですが、他人から自分の性格や個性を指摘されることは受

け入れ難いことがあります。しかし、Hanacoさんのように、相手が喜ぶことを考えながらその人の

個性の活かし方を提案できたら、お互いの理解が深まるのではないでしょうか。私たちもポジティブ

な気持ちで個性を認め合い、自信に繋げていきましょう。また、それが自分の興味のある世界を広

げるきっかけになります。「自分だけが気づけることは何か」を  Hanacoさんのお話しを聞きながら

考えることが自信になり、みなさんの視界が広がりますように！

会場：津田塾大学小平キャンパス特別教室

第13回 9月29日（木）13:00〜14:30

総合2022　自画像を描く〜”枠”から気づく自分の世界〜


